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目視による始業前点検に加えて、ワイヤロープが伸びた状態でも目視点検、ノギスによる計測を
行い、専用の点検表で管理する。

事故状況図

改善状況図

令和　５年　５月１６日（火曜日）　11時00分

ワイヤロープの破断（１本）

ケーシング内の掘削作業を行っていた際、ハンマグラブを吊り上げていたワイヤロープが
破断したもの。
なお、ハンマグラブはケーシング内に落下し、周囲への被害は無かった。

吊荷重量が定格荷重以内であったことから、ワイヤロープの経年劣化により破断したものであるが、
定期自主検査や作業開始前の点検において、劣化状況を発見できなかったことが原因である。
なお、破断した箇所はワイヤロープがドラムに巻き取られた内側の部分であり、当日の点検時には
外部から見えない位置となっていたため、劣化状況が見落とされたものである。

立坑築造工事

ハンマグラブ

クレーン側破断状況

吊荷側破断状況

点検表の作成・記録

再発防止対策会議


